
みなさんは長崎県西海市大島町という町をご存知でしょうか。人口は約５，０００人。本校がある口之津町とほぼ
同じぐらいの人口の町です。現在は西彼杵半島と大島町は橋で結ばれていますが、以前はフェリーで行き来する
島でした。
その町に全校生徒１１４人の県立高校があります。長崎県立大崎高校。１０月６日、九州地区高校野球長崎大会決勝
で創成館高校を４対２で下し、５８年ぶりに優勝しました。全校生徒数は創成館高校の野球部員数よりも少ない、小
さな学校です。ひたむきに野球と向き合い、地道に努力を重ね、チーム一丸となって勝利を目指してプレーする。
どこにでもいる“普通の”高校生たちが成し遂げた快挙は、多くの高校生に「自分もやれる！」という夢や希望を
与えてくれました。

大崎高校の生徒たちの活躍に、ある詩を思い出しました。かつて甲子園に初出場し、名だたる私立の強豪を倒
してベスト４まで勝ち上がった無名の公立高校がありました。埼玉県にある浦和市立浦和高校。４９代表のうち地
区予選のチーム打率は最低。普通の高校生の体格を持った選手ばかり。スーパースターなし。作詞家の阿久悠さ
んが甲子園での初勝利を称え、あるスポーツ紙にこんな詩を寄せられています。

『普通であること』
普通の人が確実に普通のことをやり、普通に徹することで

特別をしのぐ結果になることをきみらは鮮やかに証明してみせた。
怪物もいない、大器もいない、怪童も天才もましてや野球の鬼も見当たらない。
普通の体躯（たいく）の普通の技の普通の少年たちが華やかさを捨てて地味に

大きさを捨てて確実に、幻想を捨てて現実に
そう、出来る事を出来るように臆することなく素直に出して

晴れ舞台での華やかな一勝を得た。

また、かつて徳島県立池田高校という高校野球の一時代を築いた高校がありました。徳島県の山あいの池田町
にあり、どこにでもあるごく普通の公立高校です。部員数わずか１１人。甲子園に初出場し、見事準優勝したのです。
その後、甲子園大会で春夏合わせ３度の全国制覇を果たし、高校野球史に残る名門校となりました。

そうです。やればできるのです。「どうせ自分は」とか「自分には無理」と思っていませんか。目標を低めていま
せんか。夢をあきらめていませんか。可能性をつぶしていませんか。ちなみに３か月前、大崎高校は夏の甲子園大
会の長崎県予選では初戦敗退しています。「やればできる！」ということを同年代の若者が証明しています。
これからも変わりなく、口加生は学習や部活動など“普通の”ことを“普通に”繰り返し、“普通に”積み重ねていく
ことで“今の私”を超えていって欲しいと願っています。３年生は大学や専門学校などの推薦・ＡＯ入試が始まりま
した。授業を中心にして地道に“凡事（普通のこと）”を徹底していくこと、それが合格への近道です。

１０代の可能性に限界はない
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小さな公立高校の野球部員が教えてくれた「普通であること」
１０月２６日（土）菖蒲祭＆第２回オープンスクールを開催しました。
今年も地域の方々をはじめ、多くの中学生、保護者の皆様にご来場いただきありがとうございました。
短い準備期間でしたが、文化部の発表をはじめ、各クラスの工夫を凝らした出し物・展示、そして恒例

になった「PTAバザー」のおかげで大盛況の中、菖蒲祭を終えることができました。

令和元年10月15日(火)国連大学で開催
された中央大会にて２年グローカルコース
栗田さんが、「海洋プラスチックごみ問題
をなくすために、私たちが国連とできるこ
と。」について発表し、見事「文部科学大臣
賞」を受賞する快挙を成し遂げました。栗
田さんは、来年３月米国ニューヨーク国連
本部での視察研修へ派遣されます。

ポスター製作感謝状、ポスターデザイン・キャラクターデザイン・サブテーマ・メインテーマ表彰

スカッと口加（１－３） 題名のない音楽会in口加（吹奏楽部）
ロカレンジャーと愉快な仲間達

プロフェッショナル ロカロの流儀インスタ映えスポット
咲 ～The Blooming Done～

手話は手話でも手話ダンス!!（福祉科）
PTAバザー

茶会（日本文化部）

詳細は、口加高校
HPをご覧ください。

This is broad casting culb
（放送部）

第66回
「国際理解・国際協力のための高校生の主張コンクール」

中央大会


